
 

大学認証評価機関の構想は今･･･ 2003 年７月 12 日(土) 
時 間 講 義 項 目 

13：00 
～ 

13：30 

□ 【基調】日本型大学評価の課題と進路 
～先行する医療機能評価を踏まえて～ 

21 世紀総合教育研究機構   浅田 敏雄   
１．第三者評価義務化のインパクト 
２．（財）日本医療機能評価機構の先進的取組み 
３．大学の認証評価～マンパワーとコスト         〈質疑応答〉      

13：30 
～ 

14：20 

□[大学基準協会] 認証評価機関へ向けた取り組み 
       (財)大学基準協会   早田 幸政   

１．認証評価制度の目指すもの 
２．認証評価のための準備状況 
３．平成 16 年度の認証評価の実施スケジュール 
４．残された課題                    〈質疑応答〉      

14：20 
～ 

15：10 

□[大学評価機構] 大学評価文化の醸成 

―大学評価の試行から認証評価への進化― 
大学評価・学位授与機構  川口 昭彦   

１．大学をめぐる環境変化 
２．大学評価の歴史的経過 
３．大学評価の試行と課題 
４．認証評価と国立大学法人評価             〈質疑応答〉     

15：20 
～ 

16：10 

□[私立大学協会] 認証評価機関へ向けた取り組み 
日本私立大学協会   原野 幸康   

１．私学とその取り巻く情勢の変化 
２．第三者評価義務付けまでの流れ 
３．認証評価制度の課題 
４．私大協が設立する第三者評価機関の経緯と方向性    〈質疑応答〉      

16：10 
～ 

17：00 

□[短期大学基準協会] 第三者評価の構想―認証評価への対応― 
       短期大学基準協会   関根 秀和   

１. 認証評価（適格評価）が制度化された背景 

１) 四六答申の先見性      ２) 短期大学と多様化・多層化 

３) チャーターとしての適格審査の出現 

２. 大学評価の視点 

１) 第三者評価の多様性の中で  ２) 評価視点の構造化とその困難 

３) 短期「大学」としての評価視点の複雑さ 

３. 大学評価の効用 

１) 資源、格付、チャンネル   ２) システム、コンテンツ、アウェアネス 

３) 大学自治の再生                   〈質疑応答〉 

 


